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 I design children’s place where hold both children’s house and short-term therapeutic institution for 
emotionally disturbed children.Make use of valley in Shibuya and connect the architecture with ground 
gently, that rouse people’s memory of terrain in Shibuya.The ground makes all the children’s permission, 
protection and growth by both the architecture and terrain.
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敷地はにぎやかな渋谷の街の中で、緑が多く静かな環
境をつくり出している場所である。敷地には特別養護
老人ホームと保育園、美竹公園があり、若者の街渋谷
において、子どもから老人まで様々な人々が訪れる場
所である。
もともとこの場所には「東京都児童会館」と「渋谷区
立渋谷小学校」が建っていたが、どちらも閉館・閉校
となり現在は渋谷区の仮庁舎が仮設されている。ま
た、「東京都児童会館」に続き敷地近くの「こどもの城」
も閉館となり、子どものための空間が相次いで失われ
ている。現在渋谷区で運営されている児童館は「代官
山ティーンズクリエイティブ」の１施設のみで、東京
都２３区の中で最下位である。
０．はじめに
１．敷地
東京都児童会館
こどもの城
東京都区別児童館数
2-1. 大地を表出させる
地形から切り離された渋谷の街に大地を表出させるよ
う計画する。敷地の斜面を利用しそこに建築を挿入す
ることによって、地形から切り離された渋谷の街に新
たな大地をつくり出す。屋根勾配によって丘と建築と
を緩やかにつなげることにより、建築と丘に一体感を
生む。建築と地形によって新たにつくられた大地は、
全ての子どもたちを許容し、守り、育んでいく場所と
なる。
2-2. 柔らな境界をつくる
外部や他者を拒絶する０か１かの境界ではなく、外部
や他者を取り入れつつも自己の領域を示す日本的な境
界を用いることにより、情短施設と児童館の領域を柔
らかに仕切っていく。
建築に挿入された１６個の伝統的な境界装置は、情短
施設で過ごす子どもたちを守りながらも世界と繋げる
役割を果たす。
２．設計計画
渋谷の街に大地を表出させる 丘と建築をゆるやかにつなげる
子どもと世界を繋げる境界
敷地の斜面に建築を挿入することによって大地をつくり出す
本論文を作成するにあたり、修士設計の論文構成の助
言、資料提供など多くの方に協力していただいたこと 
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方針といったご指導、叱咤激励をいただいたことを、
この 場をお借りしてお礼申し上げたいと思う。
また、研究室の方々 には多くの相談に乗っていただ
けでなく、切磋琢磨士ながら建築に向き合うことが出 
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